
新しい連載が

始まるにあたっ

て、トップバッ

ターに指名され

ました。この連

載がどのように

なっていくのか、責任を感じながら

も「まち協だより」に掲載されるこ

とを多少意識して、私なりの「まち

づくり協議会」の活動の意義につい

て語ってみたいと思います。

何のために―。今を生きる住民の

方々が安心して暮らせる「まちづく

り」のためというのは、もちろんの

ことですが、もっと大切なことは、

この一之宮に生まれ育つ子ども達に

誇りをもってもらえる「ふるさと」

をどんな姿で受け継ぐことができる

かだと思います。

私が一之宮に勤めさせてもらって

感動することの一つが、庭の手入れ

の素晴らしさです。庭木の剪定など

他の地域ではあまり見られない景色

があります。ぜひゆっくり見せてほ

しいものです。ただ、たまにはお手

伝いしたい庭もありますが、よく聞

くと空き家（高山でも５軒に１軒が

空き家です）だったりします。

二つ目ですが、これは偶然発見し

たのです。その場所は、公民館の裏

の駐車場です。時間は夜の８時過ぎ、

宮峠の方角を見ていると突然光が輝

いたと思うと、小さな光の列が連なっ

て出てきます。

すぐに高山線のワイドビューだと

分かりましたが、漆黒の夜空の中か

ら列車が下りてきて近くを通り過ぎ

るまで、「宮沢賢治の銀河鉄道の夜」

の実写映像を見たような気分になり

ました。誰かに話さずにはいられな

いほど感動しました。

私なりの結論ですが、子ども達に

地域を愛する心を育み、誇りを持た

せるのは感動の積み重ねではないで

しょうか。ぜひ、私の知らない素敵

な一之宮をこっそり教えてください。

３ ２

ま
め
に

野
菜
作
り
や
料
理

今
年
度
か
ら
新
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
、
地

域
で
活
躍
し
て
み
え
る
人
、
い
わ
ゆ
る

「
ま
ち
ょ
な
人
」
へ
の
イ
ン
タ
ー
ビ
ュ
ー

コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま
し
た
。

〝
ま
ち
ょ
な
〞
と
は
、
飛
騨
弁
で
す
が
、

熱
心
、
達
者
、
器
用
な
人
と
い
っ
た
意
味

が
あ
り
ま
す
。

今
回
は
、
山
下
上
組
の
林
英
子
さ
ん

（
77
歳
）
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

林
さ
ん
は
、
近
く
の
畑
で
野
菜
作
り
を

は
じ
め
、
こ
ま
め
に
農
業
に
精
を
出
し
て

み
え
ま
す
。
軽
ト
ラ
ッ
ク
を
乗
り
こ
な
し
、

訪
問
し
た
日
に
は
、
庭
木
を
植
え
て
み
え

ま
し
た
。

料
理
も
得
意
で
、
ご
近
所
や
知
り
合
い

に
、
手
づ
く
り
の
惣
菜
な
ど
作
っ
て
あ
げ

て
み
え
ま
す
。
ま
た
、
近
く
の
通
学
路
の

雑
草
も
取
っ
て
き
れ
い
に
し
て
い
た
だ
く

な
ど
、
じ
っ
と
し
て
い
ら
れ
な
い
「
ま
ち
ょ

な
人
」
で
す
。

昔
、
ス
キ
ー
場
が
で
き
て
か
ら
30
年
ほ

ど
、
民
宿
久
三
郎
を
や
っ
て
み
え
ま
し
た
。

当
時
は
ス
キ
ー
客
や
祭
の
見
物
客
な
ど
貸

切
バ
ス
が
入
り
忙
し
か
っ
た
そ
う
で
す
。

「
昔
は
え
ら
か
っ
た
、
今
は
楽
に
な
っ
た

な
あ
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

農
業
で
は
、
数
年
前
ま
で
は
６
反
も
あ

る
田
ん
ぼ
で
、
機
械
で
は
な
く
鎌
で
畔
草

を
刈
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
い
た
だ
い
た

料
理
は
、
大
変
お
い
し
く
、
そ
の
時

の
腕
前
、
苦
労
が
活
き
て
い
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。

今
、
楽
し
み
に
し
て
い
る
こ
と
は
、

月
２
回
、
み
な
さ
ん
が
集
ま
っ
て
、

集
会
所
「
い
こ
い
」
で
ス
ト
レ
ッ
チ

体
操
や
折
り
紙
、
時
に
は
食
事
会
を

す
る
こ
と
だ
そ
う
で
す
。
健
康
の
秘

訣
を
聞
く
と
、
何
で
も
よ
く
食
べ
る

こ
と
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
ま
め
に

動
い
て
み
え
る
か
ら
だ
な
、
と
も
思

い
ま
し
た
。

（
広
報
委
員
：
山
腰
）

13 ４ 3 2 1 29 20 日

土 木 水 火 月 金 木 曜

サ
タ
デ
ィ
サ
ー
ク
ル

及
び
開
講
式
（
公
民
館
）

行
政
相
談
・
心
配
ご
と

結
婚
相
談
（
交
流
館
）

人
権
相
談
（
交
流
館
）

特
定
健
診
（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

特
定
健
診
（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

ま
ち
協
理
事
会
（
臥
龍
郷
）

町
内
会
長
会

行

事

内

容

公
民
館
か
ら
（
５
月
15
日
以
降
）

■
展
示
コ
ー
ナ
ー

臥
龍
桜
日
本
画
大
賞
所
蔵
作
品
展

（
５
月
末
ま
で
）

■
５
月
の
公
民
館
定
休
日

25
日
（
月
）

■
５
月
の
位
山
交
流
館
定
休
日

18
日
（
月
）
25
日
（
月
）

世帯数 ８１７戸

年齢 男性 女性 合計

０～

14歳
195 162 357

15～

64歳
713 740 1,453

65歳

以上
333 457 790

合計 1,241 1,359 2,600

一之宮町の人口情勢

４月1日現在・単位：人

春
の
陽
気
に
誘
わ
れ
て
お
散
歩
し
た
く
な

り
ま
す
ね
。
そ
ん
な
時
は
ぜ
ひ
図
書
館
に
も

お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

■
お
知
ら
せ

高
山
市
図
書
館
所
蔵
の
雑
誌
の
タ
イ
ト
ル

数
が
増
え
ま
し
た
。

一
之
宮
分
館
で
は
４
月
か
ら
出
版
情
報
誌

「
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
」
と
女
性
総
合
誌
「
Ｃ
Ｈ

Ａ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
」
が
新
た
に
増
え
ま
し
た
。

高
山
市
図
書
館
所
蔵
の
雑
誌
は
雑
誌
一
覧

で
ご
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。

■
今
月
の
特
集

★
犬
と
楽
し
く
暮
ら
す
た
め
に
は

…

今
月
の
特
集
で
は
、

犬
と
人
と
の
関
わ
り
に

つ
い
て
の
本
を
集
め
ま

し
た
。
犬
の
飼
い
方
や

し
つ
け
、
犬
が
登
場
す

る
お
は
な
し
な
ど
、
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
お
は
な
し
会
の
ご
案
内

５
月
16
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分
〜

ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
・

手
遊
び

申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
お
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

図
書
館
だ
よ
り

つ
ぶ
や
き

新
年
度
を
迎
え
、
新
し
い
制
服
を
着
た
り
カ
バ
ン
を

も
っ
た
り
し
た
小
中
学
生
の
元
気
な
姿
が
見
ら
れ
ま
す
。

「
頑
張
っ
て
」
と
声
援
を
送
り
た
く
な
り
ま
す
。
と
こ

ろ
で
、
農
作
業
で
、
天
気
が
気
に
な
る
４
月
で
し
た
。

連
休
は
行
楽
で
天
候
が
気
に
な
る
人
も
多
い
で
し
ょ
う
。

私
は
で
き
な
か
っ
た
農
作
業
と
雑
草
取
り
が
予
定
に
入
っ

て
い
ま
す
。

（
草
取
り
じ
い
）

林

英
子
さ
ん

畑の準備に余念のない山下さん

（
山
下
上
）

銀河鉄道を発見した夜！

子ども達に感動の積み重ねを

武川 尚 さん（一之宮支所長）
水無神社例祭に向けて、「闘鶏楽」の当

番である中央地区と、小学校高学年と中学

生男子が鉦打ちの練習を数回にわたり公民

館や宮小グラウンドで行いました。

子どもは学校とは違う緊張感の中、大人

の息の合った鉦に合わせて真剣に鉦をたた

く姿が見られ、４月の肌寒い夜気の中、公

民館ホールは熱気で汗ばむほどでした。

当番頭である坂本準一さん、坂本一幸さ

ん、南喜代一さんは「今年は中央地区の闘

鶏楽３年間の当番最終年度で、盛り上げて

有終の美を飾ります。試楽祭と本楽祭は誘

い合わせの上見に来てください」と意気込

みを話していました。

５月２日に祭りは終わりましたが、当番

である中央地区のみなさん、この３年間ご

苦労様でした。（広報委員：野添）

闘鶏楽で

有終の美を

まち協では文化教養委員会が主催する今年度前期の教養講座

を次の通り開催します。みなさんの参加をお待ちしています。

◆チェアエクササイズ
椅子に座って行うリズミカルな運動です。“生涯健康、生涯

現役”を応援するエクササイズです。椅子が支えてくれるので、

立位では動かしづらい骨格筋肉まで動かすことができます。同

時にうた体操と手話体操もプログラムに入っています。

日時：６月11日（木）、18日（木）、25日（木）、
７月２日（木）の４回 時間はいずれも午後７時30分～

講師：大溝 育代 氏

定員：２０名

◆ダンホンをたたこう
「ダンホン」とはダンボールで作ったカホン（箱型の木製打

楽器）のことです。手軽にたたける楽器なので、老若男女を問

わず演奏して楽しめます。ストレス発散にはもってこいです。

日時：６月16日（火）、23日（火）の２回
時間はいずれも午後７時30分～

講師：加藤 英和 氏

定員：１５名

◆グラスアート教室
ステンドグラスの雰囲気をそのままに、より簡単に短時間で

安全に作品をつくれます。素材となる板などに特殊なカラーフィ

ルムを貼って製作します。

日時：７月８日（水）、15日（水）
時間はいずれも午後７時30分～

定員：１０名

講師：坂下恵美氏
なお、材料費として1,000円必要です。

以上の会場はすべて一之宮公民館です。参加費は無料です。

申込み方法：電話か直接公民館まで来館して申し込んでくだ
さい。電話：５３－２４２４（公民館内まち協事務局）

締切：５月30日（土）ただし、定員に達し次第締め切ります。
※以上のほかにワイン講座等を予定しています。詳細は後日ご

案内します。

■手づくり絵本巡回展
日時：５月29（金）、30（土）、31日（日）

午前９時30分～午後５時

会場：一之宮公民館
会場では一之宮地区の８人の作品12点も展示されます。

■通勤時間帯の青信号が長くなりました！
一之宮交差点の朝夕の通勤時間

帯に主要地方道側から国道へ進入

する場合の青信号時間が若干長く

設定されました。

できるだけ信号交差点を利用し

て安全運転に心掛けてください。

編
集
後
記

寒
さ
が
残
り
雨
の
多
い
４
月
で
し
た
が
、
桜
も

時
期
を
忘
れ
ず
例
年
の
よ
う
に
き
れ
い
に
咲
き
ま

し
た
。
皆
さ
ん
お
元
気
で
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

先
日
、
祭
り
を
前
に
、
長
寿
会
の
方
々
が
お
旅
山

を
掃
除
し
て
み
え
ま
し
た
。
た
ま
た
ま
通
り
過
ぎ

て
し
ま
っ
た
の
で
す
が
、
写
真
を
撮
っ
て
ま
ち
協

だ
よ
り
に
載
せ
る
と
良
か
っ
た
と
悔
や
ま
れ
ま
し

た
。
皆
さ
ん
ぜ
ひ
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
ご
紹
介
下

さ
い
。

皆
さ
ん
の
声
を
お
聞
か
せ
願
い
ま
す
。

祭りの練習に励む子ども達



満
開
の
臥
龍
桜
が
咲
く
臥
龍
公
園
で
、

「
桜
ま
つ
り
」
が
４
月
25
日
と
26
日
の

土
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
、

１
日
に
１
万
人
を
超
す
人
で
賑
わ
い
ま

し
た
。

桜
ま
つ
り
で
は
、
あ
や
め
会
の
大
正

琴
の
演
奏
や
飛
騨
高
山
高
校
の
太
鼓
演

奏
な
ど
の
ほ
か
、
飛
騨
一
宮
水
無
神
社

の
神
代
踊
り
や
闘
鶏
楽
と
い
っ
た
伝
統

芸
能
も
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
臥
龍
桜
は
例
年
よ
り
３
日
早

く
４
月
17
日
に
開
花
し
、
そ
の
頃
か
ら

訪
れ
る
観
光
客
が
日
に
日
に
増
え
ま
し

た
。
臥
龍
桜
の
知
名
度
が
定
着
し
た
の

に
加
え
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
の
影
響
が
大

き
く
、
開
花
期
間
中
は
６
万
人
を
超
え

る
と
い
う
盛
況
で
、
道
路
も
車
で
混
雑

し
て
い
ま
し
た
。
特
に
台
湾
や
香
港
を

中
心
に
外
国
人
が
バ
ス
ツ
ア
ー
で
訪
れ

る
光
景
が
目
に
つ
き
ま
し
た
。

22
日
に
は
宮
小
学
校
６
年
生
に
よ
る

恒
例
の
臥
龍
桜
ガ
イ
ド
も
行
わ
れ
、
観

光
客
ら
を
喜
ば
せ
ま
し
た
。
ま
た
、
飛

騨
位
山
文
化

交
流
館
で
開

か
れ
て
い
る

「
臥
龍
桜
日

本
画
大
賞
展
」

に
足
を
延
ば

す
人
も
い
ま

し
た
。

一
之
宮
ま
ち
協
だ
よ
り

一之宮町

まちづくり協議会

広報委員会

第１２号

平成27年5月15日

高山市一之宮町3087

電話 53-2424

平成２７年５月１５日（金）第１２号

１ ４

４月下旬から５月上旬にかけて、一之宮では臥

龍桜のほかにも開花する花木があります。コバノ

ミツバツツジというツツジの木です。

高山市の花にも指定されているこの木（花）は、

水無神社の例祭の頃に、この花の群生地である御

旅山で咲き誇り、山は薄紫色に彩られます。

今年も５月の２日の御神幸で御旅山へ向かう神

様や行列の氏子衆、またたくさんの住民のみなさ

んが目にしたことでしょう。

祭りを前に長寿会では毎年御旅山掃除をされま

すので、なおのこと、この花の美しさが際立った

ことと思います。

４月下旬が開花のピークで、５月になると花も

少なくなり、下では田植えが始まります。

高山線の“鈍行”列車から見える時期はほ

んの一時期。御旅山は、祭りも終わるとひっ

そりと花期を終え、次第に緑萌える山に変わっ

ていきます

２６日には中学生が闘鶏楽の舞いを披露。日ごろの練習の成果がでました。

今
年
で
64
回
を
迎
え
る
「
生
き
び
な

祭
」
が
４
月
３
日
に
水
無
神
社
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
あ
い
に
く
の
雨
と
な
り
ま

し
た
が
、
千
人
を
超
え
る
人
た
ち
が
来

場
し
て
賑
わ
い
ま
し
た
。

一
之
宮
町
か
ら
選
ば
れ
た
御
母
衣
映

美
さ
ん
と
小
懸
菜
都
美
さ
ん
を
は
じ
め

飛
騨
地
方
か
ら
選
出
さ
れ
た
９
名
の
女

性
が
、
平
安
朝
を
偲
ば
せ
る
装
束
を
ま

と
い
、
稚
児
や
神
社
総
代
等
１
０
０
名

余
り
と
と
も
に
本
殿
回
廊
を
行
列
し
ま

し
た
。

恒
例
の
生
き
び
な
に
よ
る
餅
ま
き
で

は
、
桃
・
緑
・
白
三
色
の
ひ
し
餅
や
繭

の
形
の
も
の
が
ま
か
れ
、
最
後
に
は
、

か
ま
す
（
俵
）
が
投
げ
ら
れ
、
見
物
客

は
わ
れ
先
に
と
駆
け
寄
っ
て
い
ま
し
た
。

４
月
５
日
の
第
１
日
曜
日
に
春
の
町

内
一
斉
の
環
境
整
備
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
作
業
は
、
昨
年
の
豪
雨
や
今

冬
の
積
雪
の
影
響
で
例
年
に
な
く
大
変

な
作
業
と
な
り
ま
し
た
。

地
区
に
よ
っ
て
は
、
幹
線
用
水
路
の

周
り
に
張
り
め
ぐ
ら
さ
れ
た
格
子
鉄
線

は
倒
木
に
よ
っ
て
曲
が
り
、
用
水
に
は

土
砂
が
多
く
入
っ
て
い
た
り
、
ま
た
、

公
園
の
折
れ
た
松
を
伐
採
し
た
り
す
る

な
ど
、
多
く
の
作
業
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
日
の
町
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

よ
り
、
環
境
整
備
・
整
美
が
な
さ
れ
、

美
し
い
元
の
一
之
宮
に
な
り
ま
し
た
。

一
之
宮
町
の
少
年
野
球
チ
ー
ム
「
一

之
宮
ク
ラ
ブ
」
に
「
あ
じ
め
会
」
か
ら

打
者
走
者
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
８
個
と
捕
手

用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
１
個
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

贈
呈
式
は
４
月
11
日
に
宮
小
学
校
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
、
あ
じ
め
会
の
山

下
廣
治
会
長
か
ら
一
之
宮
ク
ラ
ブ
の
今

井
悠
キ
ャ
プ
テ
ン
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

あ
じ
め
会
は
地
域
貢
献
等
を
目
的
に

一
之
宮
町
の
企
業
主
等
で
構
成
さ
れ
て

い
る
組
織
で
、
今
回
の
寄
贈
は
、
ス
ポ
ー

ツ
を
通
じ
た
学
童
の
健
全
育
成
の
一
環

と
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

一
之
宮
ク
ラ
ブ
は
宮
小
２
年
生
か
ら

６
年
生
ま
で
の
36
人
の
野
球
チ
ー
ム
。

今
井
キ
ャ
プ
テ
ン
は
「
大
切
に
使
わ
せ

て
い
た
だ
き
、
頑
張
っ
て
良
い
成
績
に

つ
な
げ
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

宮
小
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
合
同
の
資
源
リ

サ
イ
ク
ル
活
動
が
４
月
18
日
の
土
曜
日

に
一
之
宮
町
全
域
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

両
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
と
子
ど
も
会
育
成

委
員
を
中
心
に
、
家
庭
か
ら
出
さ
れ
た

リ
サ
イ
ク
ル
品
を
、
一
之
宮
支
所
駐
車

場
で
回
収
業
者
の
ト
ラ
ッ
ク
に
積
み
込

み
ま
し
た
。

こ
の
日
は
好
天
に
恵
ま
れ
、
児
童
生

徒
や
宮
小
中
学
校
教
職
員
の
み
な
さ
ん

も
活
動
に
加
わ
り
ま
し
た
。

集
ま
っ
た
リ
サ
イ
ク
ル
品
の
量
は
、

新
聞
等
が
約
41
ト
ン
、
ビ
ン
類
が
約
１
，

６
０
０
本
に
達
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
売
却
益
は
、
両
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
活
動
費
に
充
当
さ
れ
ま
す
。

臥
龍
桜
日
本
画
大
賞
展
が
、
今
年
か

ら
「
生
き
び
な
・
桜
ま
つ
り
実
行
委
員

会
」
が
主
催
し
て
４
月
14
日
か
ら
５
月

６
日
ま
で
、
飛
騨
位
山
文
化
交
流
館
で

開
か
れ
ま
し
た
。

今
回
は
「
桜
と
花
」
を
テ
ー
マ
に
、

こ
れ
ま
で
の
受
賞
作
品
や
歴
代
審
査
員

の
伊
藤
嘉
晃
先
生
ら
の
作
品
な
ど
32
点

を
展
示
し
ま
し
た
。

毎
年
臥
龍
桜
の
開
花
期
に
合
わ
せ
て

開
催
さ
れ
、
今
年
は
17
日
の
桜
の
開
花

頃
か
ら
桜
見
物
と
合
わ
せ
て
来
場
す
る

人
が
増
え
、
中
に
は
バ
ス
の
団
体
も
訪

れ
る
と
い
う
場
面
も
あ
り
、
多
く
の
人

が
鑑
賞
し
て
い
ま
し
た
。

５
月
２
日
に
水
無
神
社
の
例
祭
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
小

学
５
・
６
年
生
と
中
学
生
の
参
加
す
る

闘
鶏
楽
を
は
じ
め
神
代
踊
・
獅
子
舞
が

奉
納
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
鐘
や
太
鼓
、

お
は
や
し
が
響
く
中
、
裃
（
か
み
し
も
）
、

神
輿
（
み
こ
し
）
を
担
ぐ
人
な
ど
、
多

く
の
配
役
が
参
加
し
ま
し
た

行
列
は
十
一
時
頃
、
総
勢
約
５
０
０

人
が
長
さ
１
㎞
に
わ
た
っ
て
御
旅
所
へ

向
か
い
、
高
山
市
の
花
、
コ
バ
ノ
ミ
ツ

バ
ツ
ツ
ジ
が
咲
き
誇
る
お
旅
山
を
静
々

と
登
っ
て
行
き
ま
し
た
。

ま
た
、
お
旅
で
の
祭
典
後
に
は
参
拝

者
に
御
神
酒
（
お
み
き
）
の
ど
ぶ
ろ
く

が
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

宮
中
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
部
が
昨
年
１

月
の
大
会
で
総
合
優
勝
し
た
こ
と
か
ら
、

同
部
が
県
か
ら
強
化
指
定
の
指
定
を
受

け
ま
し
た
。

指
定
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
、
27
年

度
の
活
動
に
対
し
て
交
付
金
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

飛
騨
地
区
で
ス
キ
ー
競
技
関
係
の
指

定
強
化
を
受
け
る
の
は
宮
中
の
ほ
か
古

川
中
と
朝
日
中
の
３
校
。

宮
中
の
ス
キ
ー
部
員
は
19
名
。
こ
れ

を
契
機
に
さ
ら
に
上
位
目
指
し
て
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
。

生
き
び
な
祭
り
優
雅
に

春
の
環
境
整
備
実
施

御旅山とツツジ

餅まきのころは雨も止みました

集まったリサイクル品を積込む参加者

山下会長から目録を受け取る今井君

御旅山は鈍行がよく似合う？ ツツジのバックも一役。

用水の土砂を取り除く地区の人

展示作品を鑑賞する来場者

連日たくさんの人が訪れた

少
年
野
球
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト
寄
贈

Ｐ
Ｔ
Ａ
が
資
源
リ
サ
イ
ク
ル

臥
龍
桜
日
本
画
大
賞
展
開
催

晴
天
の
中
、
例
祭
巡
行
勇
壮
に

中
学
ス
キ
ー
部
県
強
化
指
定 神輿を担ぐ出役役者の人達


